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サンドペツチ斑動病（諜報）

田中一郎・岩垂 悟

ーーーーーーー’O争回噂褐噂... 唱。~一回ーーーー

OVULARIA=DISEASE OP SAND=VETCH 
(Preliminary Report) 

BY 

ICHIRO TANAKA and SATORU' !WADA.RE 

緒雷

1929年夏北海道農事試験場十勝支場（十勝園河西部帯虞町）よ b共圃場に

栽培せるすシドペツチ（Vida vz"llosa ROTH.）の葉tこ褐色の斑勲を形成する病

害義生し、相嘗の被害を潟し夕、あるととを報じ、被害の標本を北海道農事

試験場本場（札幌市外琴！以）に遺付せられたれ余等は北海道農事試験場本場

lこ在bて、該被害標本を検する傍ら、本場にて栽培せる Yラマメ属の線肥作

物聞につきて観察せる氏、斯くの如き病害が本場聞場院も極めて多〈接生し

相営の被害あるを認め、とれが調査を纏績せし巴ころ、サシ ドペツチの葉に

褐色の斑黙を形成する病害に二種あるとさを知れb。即も一つは其病斑極ゆ
て鮮明なる同心園の輸紋を形成するものにして、サシ ドペツチの外数種のソ

ラマメ麗緑肥作物を侵害し、他の一つは同心圃紋を鋳き Yる褐色の瑳黙を形

成するものにして、ヲF;;.I' 1：ぺツチ或はへア Y－ぺツチ（Vicz・a villosa ROTH.) 
を侵害するのみ広して、他のYラ守メ属緑肥作物を侵害せるを見ぎるものな

b。尚北海道lこ於て野生のクテフヂ u公iaCracca L.）庇も後者芭同様の病
害費生するを知れb。
余等は目下是等の病害民就きて調査中なるが、こ、院後者Kっきて砂し

く知b得たる巴ころを報告せん。本病は本邦庇於て未だ記録なき病害なるを
以て、之K 『ヲ，..＇：／ ドベツチ涯勲病』の和名を附せん廷す。

[Tra凶act.Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. XI, Pt. 4, 1931j 
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本調査を矯すに営b懇切なる指導を賜bt~ る北海道帝岡大事教授伊藤誠
哉博士に深甚なる謝意を表す。

病献

本病は六月頃よ 6晩秋に至るまで費生し：加害するものなれざも、其最も
猪販を極むるは六月下旬より七八月の候Uとして、サン 1－・ペヅチが漸〈旺盛な

る生育期広遣し開花、結貨を見る頃なり。而して本病は常民相官成長せし植

物広於て費生甚し〈、業の幼小なるもの院は殆んざ接病を認めざbき。
最初下葉区接病乙、漸衣頂葉iこ及ぽ

し、途に杢葉悉〈害を被むるlこ至る。共

獄初め葉面!rC褐色の小なる斑勲、現れ、漸

衣掠大し、径3乃至5粍位の菱自国形とな

る。病斑を精細民観察せば共の多〈は褐

色類固形の斑黙内!rC濃褐色なる部分不規

則~t混入して蹟がれるを見る。

病瑳裏面には本病々原菌の白色なる

菌叢形成せられ、恰も白粉を附着せるが

如く観ゆ。早朝露の未だ乾燥せ今、胞子

の飛散せゴる前区、手にて病葉に鯛るれ

ば、豊富民形成せられたる分生施子の白

粉肢に飛散するを見るを得ぺし。

本病は共の分成胞子の形成旺盛なる

が故氏、速区侍染するものにして、一小 第ー国

葉上院十数乃至戴十個の病瑳を形成する 被害葉〈略自然大〉

を普通Zし、相接近せる病現は互に会して大理となれ被害の葉は禍鑓乾枯

ずる区至る。叉被害せられたる葉は健杢なるものに比L極めて脱搭し易きを
以て、枝僚は往々裸股Eなり其生育を大いに阻害せらる。
本場にゐりては同一周場に列を並ぺておciavi!!osa, V. sativa, V. pan-

non問、 v.αfγopurpurea,V. ca/carat，α，v. di.αsycα炉、 V.Er匂ilia‘及 v.慨ona：慌：tha
等の栽肥作物を栽培しっ、ぁ bしが、本病は V.villosa ttは甚し〈費生した
れざも、之に隣接せる他の植物には杢然襲病を認めさrbき。 f,j余等は本道の
野生植物なるグテフヂ上院之さ同様の病害の極めて普通に接生しっ、あるを

認めt:b 0 
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病原菌の形態

菌叢は白色にして病瑳裏面tt.形成せらる、を普通とすれざも、極めて稀

に表面にも形成せらる、こごあ b。
操子梗は気孔よ b抽出し、一気孔よ b極めて多数、多きは数十本を叢生

すo菌叢形成の旺盛なる病瑳の切片を作りて検鏡せば、指子擾叢は各気孔よ

り抽出するを以て、一

切片上に略等間隔に配

列するを見ることを得

ぺ Lo携子梗は気室内

ι集会せる菌締よ h生
じて気孔よ b抽出し、
無色透明にして直立し

分岐せ今、共最低部に

一個の隔膜を有す。初

め共頂端に分生胞子を

着生すれざも、施子成

熟すれば共の着生黙直

第＝圃 下よ b稲膝曲或は撚韓
捻子梗〈被害楽切｝干の額徴鏡潟良〉 して伸長し、延に其先

端に次の分生施子を形成す。斯〈して伸長ずるが烏に、携子榎の上部はコ_.1,v

ク栓抜肢に撚轄し、或は叉左右、又は一方に膝曲せる雁木肢を呈す。而して

之等膝曲部には分生胞子の着生せし痕小突起ぎして残存するこさ多し。培養

基上に形成せられたる捨子梗は往々にして、極めて規則的なる螺旋肢をなし

て撚持せるものあ h。捨子梗は共杢長 75.0-125.0μ 巾 3・3-4・oμ あり。

分生胞子は薄膜、無色Iとして卵形或は類固形を呈し、大き I1.3『 22・3×
10.0-15.0μ にしてJ共の多〈は I3.8-16.3×I 1.3-13.8μ あb。水中或は諸種
の培養液中にて易〈接芽す。

培養基上に於ける病曝留の性質

本病々原菌の分生胞子を寒天培養基上に置げぽ、真｛援芽して数日後に

は白色の小菌苔を成生するを以て、之より易〈純粋培養を行ふととを得tz.b。
本菌は諸種豆額、同薦糖或は葡萄糖加用、葱頭、杏、馬鈴薯、同ペプト
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シ加用、稲藁等の諸種煎汁寒天培養基を用ひて、撮氏25度の温度にて培養を

試みたる氏、何れの培養基上に於ても極めて遅々？とる接育を矯し、一箇月後

民菌苔は漸＜ 0.5乃至 z植の直径の大3に還したるのみ院して其偉援育を停

止せれー般に菌絡は密に集会し、極めて緊密なる菌苔を形成せ0。ために
之を針民て取らん芭すれば、其杢体は培養基さ共rrc弱j股す。成長せる菌苔は
概して暗褐色を畠ずれざ喝、多〈の培養基に於ては共表面に捨子梗及分生胞

子を密生するを以て、表面初めは純白色を墨し、後漸次淡紅色を帯ぷるに至

る。

菌耕、は初め無色b亡して、隔膜部にて溢れを~き今、多〈分岐すれざも、

古き培養にありては褐色乃至黒褐色を基し、細胞は著しく膨大し、殆んざ球

獄或は偏球肢を呈するもの相連績或は多数分岐集会するもの多しO 稲藁煎汁

寒天及馬鈴薯煎汁寒天培養基民あ bては、培養基中露々に著しぐ膨大、溢れ、
分岐せる菌綿密民集会し、子嚢殻形成の初期ごも想はる、如き黒褐色の小菌

綜塊を形成せb。
分生胞子費芽し菌縁を生ずれば二三日にして、菌綜よ b分岐して携子樋
を生令。寄主上に形成せらる、もの〉知〈叢生せざれざも、古き菌苔にては

共面上一面に密生す。共形態は寄主上に於りるもの広大差なげれざも、培養

基上院ては極めて規則的に撚轄せるものあ b。多くの培養基上に於て分生胞
子は多数に形成せられ、共の形は寄主上に形成せられたるものに異ならず、

成熟後は培養基上に於て直もに接芽するもの多L0 

病原薗の種名

本病々原菌は其a陸質よ bして O宮JU！.αriα属に属するものな 0。而して、

Ovularz：σ属中にてyラ？メ属植物に寄生するこ芝を報＠られたるものに四樟
あb。NPも0.S:hwarzit 
LIND.及ぴ 0.fall.αX (BoN.) SACC. 之なり。此等の中前二者は 1900年に P.

MAGNUS l/z:.よりて記載せられたるものにして、前者は Viciavillosa上に、後

者はに cassubica上に畿見せられたるものなり。 0. .，；，分iaelr:l: 1880年にFRANK

Kよりて初めてに tenuiforia上の菌をRamulariaさして報告せられたるもの

にして、共後 LINDAU によ bて Ovularia属に編入せられたるものなれ 0.
fallaxは 1861年に B0NORD闘が Vicia上に費昆し Crocysporiumfallaxさ命名

せるものにして、共後 SACCAROOは之を Ovularia麗に編入せb。然るに共
後に至bSAL MO~ によりて BONORDENが Crocyザorium~ して報告せし菌は杢
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〈ラドシコ菌科の分生胞子時代なるこ芝を明にせらる、民至れれ

故l[C.前記三種の菌Uζっきて考察する民、其形態は極めて類似せるもの、

如〈、 LIND却水は 0.Villiana. 0. Schwarziana及 0.Viciae の三穏は極め

て類似の宅のUとして、其聞に認めらる、僅少の差異は菌が共寄主を異民せる

K依bて生壱しに非ずやさ思はる、程なるを以τ、新る疑問は唯培養試験に
依 bてのみ解決するを得ぺきを述ィ、尚 SCHROETER村は 0.Vil! ianaさ 0.

Schwarzi'anaとを同種ごなし、之を O.fa/laxなる名稀中に入れ、此の菌の

寄主極吻乏してお加:galus側 st.γiacus, Colutea α~rborescens ffi;..杭ciaCracca百こ

も詑載せしことを附記せb。
SAcCARno＊＊＊は o.Villi・anaは其携子梗の分岐せるこZによ bて、易〈
0. Sc/zwarziana 及 0・ Viciae よ bi[別し：得ることを遮ぺt~ b。

余等は伊藤敬授の許可a:得て、北海道帝園大事植物事教室所臓の貴重な
る標本 SvnowMycotheca germanica Fasc. XXVI, ,No. 1285, Ovularia Villi-

ana P. MAGNUS及 SvnowMycotheca germanica Fasc. XXXV, No. 1750, 

Ovu!aria Schwarziana P. MAGNUS l!余等の菌と民就きて、其病肢及形態等を

比較するこさを得？と 1> 。余等の菌巴 0. Villianaとは共病肢に於て杢〈異る

のみなら子、共携子梗及胞子の形態に於て直もに之を直別し得る明なる差異

を有せり o然るに 0.Schwarziana ごは共病股全〈相一致せるのみならず、

形態的にも極めてよく一致せるを認めたh。0.Viciae I!:は共賞物標本に就き
て比較を行ふとと能はぎりしが、共詑載によ bて此の菌は 0.Schwarzianaffi. 

余等の菌吉明なる差異を認め得ぺし。故に余等は北海道にてすンドペツチの

葉を侵害する本病々原菌は、欧洲に於て同寄主上~'t費生するを報司会られたる

Ovularia Schwarziana P. MAGNUSと同種己認むるを至営と考ふるものなり。

向本菌ど野生のクサプヂ上の菌とは其病股及形態類倒せるを以て、或は

雨者は同一種類にして、従来野生のクサアジ上に寄生し来bし菌が栽培せら

れたるサンドベヅチを侵害し、斯〈の如き甚しき被害を矯し？とるに非宇やと

思考せらる、さとろあれぎも、此等の黙に就きては後来の研究院侯ちて解決

し共除防法等と共に撃を表するごころあらんざす。

得 Raoenhorst'sKryptogamen-Flora I Dd. ALt. 8, p. 246, 1907・

券発 PilzeSchles. II, p・482,1894・
養H Sylloge Fungorum Vol. XVI, p. 1035, 19u. 
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R立SUM立

In the summer of 1929 the outbreak of a disease was noticed on sand-vetch 

(Vi仰 villosaRσrH.) in Hokkaido, which causes brown spots on the leaves. 

The damage was so great, that the disease was brought into our attention. 

After more careful examination we found that there were two kinds of brown 

leaf spot diseses of sand-vetch: the one is characterized by the distinct con-

centric zonations on the spots and attacks not only sand-vetch but also several 

other species of green-m叩 ureplants belonging to the genus Vida, and the 

other attacks only sand-vetch, producing no zonation~ on the lesions but white 

tufts on the undersurface of the diseased spots. The present paper was intended 

to report on the latter disease, which has not been recorded up to the present 

in Japan. 

The causal fungus is one of the species belonging to the genus Ovularia. 

Three species of Ovularia have been reported to Le parasitic on Vida : viz. 

O. sckwarziana P. MA倒 us,a. Villiana P. MAGNUS, and 0. Viciae (FRANK) 
LIND. With the permission of Prof. S. fro we had opportunity to compare 

our fungus with the former two species in Sydow Mycotheca germanica de-

posited in the Phytopathological Institute, Faculty of Agriculture, Hokkaido 

Imperial University. After our investigations we were led to the belief that the 

causal fungus of the disease under consideration is identical with ・avzelaria 

Schwarziana P. MAGNUS. 


